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【国際特許分類】
   Ｂ２４Ｂ  31/14     (2006.01)
   Ｂ２４Ｂ  31/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２４Ｂ  31/14    　　　　
   Ｂ２４Ｂ  31/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｋ   3/14    ５５０Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月19日(2014.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属組織とセラミックス組織とが混在した焼結体で構成されていることを特徴とする研
磨用メディア。
【請求項２】
　当該研磨用メディアの横断面において、前記金属組織が占める面積を１としたとき、前
記セラミックス組織が占める面積は、０．１以上１未満である請求項１に記載の研磨用メ
ディア。
【請求項３】
　当該研磨用メディアは、柱状または錐状をなしている請求項１または２に記載の研磨用
メディア。
【請求項４】
　前記セラミックス組織は、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、窒化アルミニウム、
炭化ケイ素、炭化タングステンのいずれかで構成されている請求項１ないし５のいずれか
に記載の研磨用メディア。
【請求項５】
　前記金属組織を構成する金属材料は、クロム、鉄、コバルト、ニッケル、ジルコニウム
、ニオブ、タンタル、タングステンのいずれかを含む請求項１ないし４のいずれかに記載
の研磨用メディア。
【請求項６】
　前記金属組織の平均粒径を１としたとき、前記セラミックス組織の平均粒径は、０．０
５以上０．５以下である請求項１ないし５のいずれかに記載の研磨用メディア。
【請求項７】
　前記セラミックス組織は、金属酸化物で構成されており、
　前記金属組織に含まれる金属元素の酸化反応の標準生成自由エネルギーが、前記金属酸
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化物に含まれる金属元素の酸化反応の標準生成自由エネルギーより大きい請求項１ないし
６のいずれかに記載の研磨用メディア。
【請求項８】
　前記焼結体は、金属粉末とセラミックス粉末とバインダーとを含む組成物を、射出成形
法により成形し、得られた成形体を焼結してなるものである請求項１ないし７のいずれか
に記載の研磨用メディア。
【請求項９】
　金属粉末とセラミックス粉末とバインダーとを含む組成物を、射出成形法により成形し
て成形体を得る工程と、
　前記成形体を焼結し、焼結体を得る工程と、を有することを特徴とする研磨用メディア
の製造方法。
【請求項１０】
　セラミックス組織と金属組織とが混在した焼結体で構成された研磨用メディアと、被研
磨物と、をバレル研磨槽中で撹拌することを特徴とする研磨方法。
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